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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　向坂卓也氏の学位申請論文は、これまで十分に議論されてこなかった動詞述語文の脱時間的表現に着目し、
動詞述語文脱時間表現になるプロセスやメカニズムを明らかにしようとするものである。
　本論文の最大の特徴は、豊富なデーターを用いて、ほかの表現とのつながりや連続性をきちんと踏まえた
上で、明快な論述で動詞述語文の脱時間表現のプロセスやメカニズムを明らかにしたことであろう。以下に
おいて、本論文のオリジナリティと独創性を中心に審査の結果をまとめてご報告申し上げる。
１．先行研究の不備に関する的確な指摘
　事柄の生起や展開、終結は、時間にかかわることが多いので、統語的には時間を表すマーカや表現が非常
に豊富である。しかし、動作性の高い動詞述語文であっても、必ずしもすべてが時間にかかわるものではな
い。時間を表すマーカが伴われているにもかかわらず、時間にかかわらない表現は脱時間的であるとすれば、
動作性のない、または動作性の低い動詞述語文がそれに該当しやすいことが予測される。
　動作性の高い動詞述語文でありながらなおかつ時間を表すマーカと共起しているものであっても、時間に
は関係せず、恒常的特性や普遍性を表すものも多数存在している。しかし、先行研究では、これらの動詞述
語文にはほとんど焦点を当てなかったためか、これらの動詞述語文がいかにして脱時間的になったのかと
いったプロセスやメカニズムについてはほとんど言及されていなかったのである。本論文は、まず先行研究
の客観的の分析から始まり、丁寧でなおかつ的確に先行研究の分析を行っていた。本論文の展開の合理性や
必然性をサポートする首肯できる土台作りである。つまり、明確な研究の土台を構築することに成功したと
考えられる。
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２．動作性の高い動詞述語文に関する脱時間のプロセスやメカニズムの究明
　本論文は、動作性の高い動詞述語文に関する脱時間のプロセスやメカニズムを究明するために、「過去の
出来事の脱時間的表現」、「進行・反復の動作の脱時間的表現」、「＜恒常的特性＞を表す動詞述語文」、「＜普
遍性＞を表す動詞述語文」のように、四つの範疇に分けて論を進めている。この四つの範疇はそれぞれ個別
のものではなく、すべてつながっており、前者が後者のプロセスになっている。
　過去の出来事に関しては、さらに、＜過去の出来事＞、＜属性の含意＞、＜歴史的事実＞、＜一時的結果
状態＞、＜恒常的結果状態＞に分けたうえで、脱時間のプロセスを明らかにしている。「太郎は大学の敷地
を出ている」は＜過去の出来事＞を表すのに対し、「友人はアメリカに留学している」は「友人は英語が得
意だ」「友人はアメリカ通である」のように＜属性の含意＞を、「湯川秀樹はノーベル賞をもらっている」は
「湯川秀樹はノーベル賞受賞者である」のように＜歴史的事実＞を、「窓ガラスが割れている」は＜一時的結
果状態＞を、「太郎は大学を出ている」は「太郎は大学の卒業生である」のように＜恒常的結果状態＞を表
している。すなわち、＜過去の出来事＞、＜一時的結果状態＞、＜属性の含意＞、＜歴史的事実＞、＜恒常
的結果状態＞は一つの連続を成しており、後者になればなるほど、脱時間的な表現になる。
　進行・反復の動作に関しては、＜短期的継続動作＞、＜長期的継続動作＞、＜反復動作＞、＜職業・身
分＞のように四つのカテゴリーに分けられている。この四つのカテゴリーにおいて、いずれも「ている」
と共起しているが、「太郎は今、公園を走っている」のように＜短期的継続動作＞だけが時間的表現である
のに対し、＜長期的継続動作＞、＜反復動作＞、＜職業・身分＞はいずれも脱時間的表現である。
　「太郎はよく働く」や「この薬はよく効く」のような表現は、先行研究で指摘されていた＜反復動作＞の
延長ではなく、「太郎は働き者だ」や「この薬は効き目がある」と言い換えることができるように、ものご
との＜恒常的特性＞を表すものであり、時間との関係性がすでに消失したものである。
　＜恒常的特性＞からさらに進むと、＜普遍性＞を表すことになる。「人間は嘘をつくものだ」のように＜普
遍性・本質＞を表すものであっても、「学生は学ぶものだ」のように＜普遍性・当為＞を表すものであっても、
過去の出来事にかかわる＜過去の出来事＞、＜属性の含意＞、＜歴史的事実＞、＜一時的結果状態＞、＜恒常
的結果状態＞や進行・反復の動作にかかわる＜短期的継続動作＞、＜長期的継続動作＞、＜反復動作＞、＜職業・
身分＞と違って、＜恒常的特性＞と同じように完全に脱時間的表現になっている。
　すなわち、動作性の高い動詞述語文であっても、以上のような条件が満たされれば、脱時間的な表現にな
るのである。論証は、非常に綿密に行われており、因果関係もはっきりしているので、理に適ったものであ
り、学術的貢献度が非常に高いと評価できるかと思われる。
　本論文は、動作性の高い動詞述語文が脱時間のプロセスやメカニズムの明確化を試みるものである。この
試みについては、審査員一同が高く評価している。前例を見ない試みであり、特に日本語研究のみならず、
日本語教育においても、このような研究が非常に重要でかつ必要であるので、先駆的研究であると言えよう。
使用されているデーターは豊富で、論証も綿密であり、結論が首肯できるものである。本研究は、日本語の
研究だけではなく、日本語教育研究全体にも大きな影響を与えるであろう。
　このように、向坂卓也氏の学位申請論文は極めて高い学術内容を持つものであるが、問題点が一切ないと
いうわけではない。マーカを伴う表現を中心に検討されてきたが、無標の表現にも目を向ける必要があろう。
有標表現と無標表現の全体像を明らかにして初めて、脱時間のメカニズムが浮き彫りになるであろう。これ
らの問題点は、今後の課題となるが、本論の博士学位請求論文としての価値を損なうものでは決してない。
　以上、審査員４名は向坂卓也氏の論文を慎重に審査し、2014年６月30日に行った口頭試問の結果を併せて
協議した結果、向坂卓也氏の論文が博士（言語コミュニケーション文化）の学位を授与するに相応しいもの
であると判断するに至り、ここに報告するものである。
